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東
広
島
市
の
信
興

塗
装
専
用
工
場
を
新
築

総
合
建
設
業
の
�株
信
興
（
東
広
島
市
豊

栄
町
清
武
一
八
一
〇
―
一
、
土
井
正
信
社

長
）
は
、
本
社
近
隣
の
鉄
骨
加
工
工
場
敷

地
内
に
塗
装
専
用
工
場
を
着
工
し
た
。
完

成
は
０
８
年
３
月
末
を
予
定
。

従
来
は
露
天
で
塗
装
作
業
を
し
て
き
た

が
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
な
ど
の
問
題
が

あ
っ
た
。
新
工
場
の
建
設
で
、
作
業
効
率

と
品
質
の
向
上
を
図
る
。
平
屋
建
六
〇
〇

�
�
。
塗
装
吹
き
付
け
設
備
一
台
を
導
入

す
る
ほ
か
、
隣
接
に
は
温
度
調
節
管
理
機

能
を
持
つ
塗
料
保
管
倉
庫
も
設
け
る
。
新

工
場
の
建
設
に
合
わ
せ
て
、
こ
の
ほ
ど
鉄

骨
加
工
認
定
工
場
の
取
得
申
請
も
行
っ
た
。

「
シ
ア
ト
ル
か
ら
の
手
紙
」

碓
井
静
照
氏
が
出
版

県
医
師
会
会

長
で
、
広
島

ペ
ン
ク
ラ
ブ

会
長
の
碓
井
静
照
氏
が
、
在
北
米
被
爆
者

健
診
事
業
団
の
一
員
と
し
て
ア
メ
リ
カ
で

感
じ
た
こ
と
や
、
自
ら
の
被
爆
体
験
を
つ

づ
っ
た
「
シ
ア
ト
ル
か
ら
の
手
紙
」
を
ガ

リ
バ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ
か
ら
出
版
し
た
。「
ブ

ラ
ジ
ル
移
民
伝
」「
ハ
ワ
イ
の
広
島
弁
」「
戦

後
ヒ
ロ
シ
マ
百
景
」
な
ど
在
外
被
爆
者
と

ふ
る
さ
と
広
島
を
テ
ー
マ
に
九
章
で
構
成
。

医
師
と
し
て
「
い
の
ち
観
」
や
「
不
老
長

寿
考
」
を
記
し
た
「
い
の
ち
」
も
収
録
。

二
〇
五
頁
。
英
語
版
も
同
時
発
行
し
、
各

一
五
〇
〇
円
。

▽
ひ
ろ
し
ま
西
風
新
都
企
業
立
地
推
進
協

議
会
は
、「
ひ
ろ
し
ま
西
風
新
都
」
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー
を
１０
月
２６
日
午
前

１１
時
か
ら
、
メ
ル
パ
ル
ク
広
島
で
開
く
。

市
産
業
立
地
推
進
課
と
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の

担
当
者
が
魅
力
を
説
明
す
る
。
交
流
会
の

後
、
バ
ス
で
現
地
に
移
動
し
、
産
業
用
地

と
進
出
企
業
の
広
島
綜
合
警
備
保
障
�株
を

視
察
す
る
。
参
加
無
料
、
定
員
八
〇
人
。

�電
五
〇
四
―
二
二
四
一
。

▽
�株
広
島
銀
行
は
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
�株

大
屋
（
愛
媛
県
西
条
市
大
町
一
七
六
五
、

伊
藤
剛
吉
社
長
）
が
１０
月
２
日
発
行
し
た

第
三
回
無
担
保
社
債
一
億
円（
期
間
五
年
）

を
引
き
受
け
た
。
同
社
は
愛
媛
、
香
川
両

県
で
展
開
し
て
い
る
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の

出
店
費
用
に
充
て
る
。

▽
西
日
本
高
速
道
路
サ
ー
ビ
ス
・
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
�株
は
１０
月
か
ら
の
毎
月
第
一

日
曜
日
、「
お
客
様
感
謝
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
を
実
施

し
て
い
る
。
西
日
本
の
一
八
〇
の
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
と
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
レ
ス

ト
ラ
ン
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
の
商

品
（
一
部
除
く
）
を
二
割
引
き
す
る
。
利

用
者
へ
の
還
元
額
は
年
間
約
六
億
円
を
試

算
。
平
日
よ
り
一
〇
％
程
度
低
い
、
休
日

の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
促
進
も
期
待
し
て
い
る
。

▽
福
岡
大
学
有
信
会
広
島
支
部
（
大
前
昭

義
支
部
長
�
�株
大
前
工
務
店
社
長
）
の
事

務
所
が
、
西
区
己
斐
本
町
二
丁
目
一
二
―

三
〇
の
大
前
ビ
ル
五
階
に
移
転
開
設
し
た
。

�電
二
七
三
―
四
四
八
四
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
二
七
四

―
一
六
一
一
。
例
会
と
忘
年
会
を
１２
月
８

日
午
後
６
時
半
か
ら
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
広
島
で
開
く
。
会
費
六
〇
〇
〇
円
。

あ
る
日
突
然
、

激
し
い
痒
み
と
と

も
に
蚊
に
刺
さ
れ

た
よ
う
な
発
疹
が

出
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、
掻
く
と
み
み
ず
腫

れ
に
広
が
り
数
時
間
も
す
る
と
自
然
に
消

退
す
る
、
も
し
く
は
新
た
な
場
所
に
痒
み

と
発
疹
を
繰
り
返
す
。
そ
れ
は
蕁
麻
疹
で

す
。
蕁
麻
疹
は
数
人
に
一
人
が
経
験
す
る

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
よ
く
あ
る
病
気
で
す
。

経
験
し
た
事
の
な
い
痒
み
や
発
疹
が
突

然
出
た
事
に
、
不
安
を
感
じ
ら
れ
る
の
で

し
ょ
う
。
蕁
麻
疹
で
受
診
さ
れ
る
方
の
多

く
は
、「
こ
れ
は
、
内
臓
の
異
常
で
起
こ
る

の
で
す
か
」「
何
の
食
べ
物
が
当
た
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
」「
何
の
ア
レ
ル
ギ
ー
で
起
こ

っ
た
の
で
す
か
」
と
質
問
さ
れ
ま
す
。

ま
ず
、
蕁
麻
疹
が
内
臓
の
異
常
で
起
こ

る
か
に
つ
い
て
、
実
際
に
は
そ
の
よ
う
な

事
は
稀
で
す
。
し
か
し
、
蕁
麻
疹
様
の
発

疹
が
全
身
の
病
気
と
関
連
す
る
事
が
あ
る

の
も
事
実
で
す
。
そ
れ
故
、
正
し
く
診
断

さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

次
に
、食
べ
物
で
生
じ
る
か
に
つ
い
て
、

昔
か
ら
、
卵
、
豚
肉
、
青
魚
が
原
因
と
よ

く
言
わ
れ
ま
す
が
、
実
際
に
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
確
か
に
こ
れ
ら
の
食

品
に
は
、
蕁
麻
疹
を
惹
起
す
る
ヒ
ス
タ
ミ

ン
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
関

与
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
普
段

食
べ
て
何
も
起
こ
ら
な
い
事
か
ら
、
そ
れ

だ
け
で
な
く
感
冒
や
ス
ト
レ
ス
等
が
加
わ

る
こ
と
に
よ
り
、
起
こ
り
や
す
く
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
蕁
麻
疹
と
ア
レ
ル
ギ
ー
の

関
連
に
つ
い
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
の
蕁
麻

疹
は
、
蕁
麻
疹
全
体
の
数
％
で
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
ア
レ
ル
ギ
ー
性
の
も
の
は
再
現

性
が
あ
り
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
が
体
内
に
入
っ

て
来
た
ら
す
ぐ
に
症
状
が
出
る
の
で
、
多

く
の
方
は
ご
自
分
で
気
づ
い
て
お
ら
れ
ま

す
。
重
要
な
こ
と
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
の

も
の
で
初
め
は
蕁
麻
疹
（
皮
膚
の
症
状
）

だ
け
で
あ
っ
て
も
、
繰
り
返
す
う
ち
に
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
す
か

も
知
れ
な
い
事
で
す
。
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ

ー
シ
ョ
ッ
ク
は
命
に
関
わ
る
病
態
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
蕁
麻
疹
に
は
十
分
な
対
策
が

必
要
で
す
。

以
上
、一
口
に
蕁
麻
疹
と
言
っ
て
も
色
々

な
種
類
や
原
因
が
あ

り
ま
す
。
蕁
麻
疹
の

症
状
を
繰
り
返
す
方

は
、
皮
膚
科
ま
た
は

ア
レ
ル
ギ
ー
の
専
門

医
を
受
診
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

蕁
麻
疹広

島
市
西
区
医
師
会
理
事

山
本
皮
膚
科
医
院
院
長

山
本

匡

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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